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■一般会計補正予算など37件を議決
　９月定例会は、９月６日から９月３０日までの２５日間開かれ、
市長提出議案２２件、決算認定案件１２件、議員提出議案１件、
その他２件について審議を行い、議決いたしました。　　
　
　　　　　　　　　　　　 ○の中の数字は議案番号（順不同）

令和元年11月１日　はんのう市議会だより　第153号　●２

74
令
和
元
年
度
飯
能
市
一
般
会
計

　

補
正
予
算
（
第
４
号
）

68
飯
能
市
特
定
教
育
・
保
育
施
設

　

及
び
特
定
地
域
型
保
育
事
業
の

　

運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る

　

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

65
飯
能
市
保
育
所
設
置
及
び
管
理

　

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

71
飯
能
市
農
林
産
物
加
工
直
売
所

　

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
　

鯉
ヶ
久
保
池
の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

　
　

プ
作
成
の
経
緯
に
つ
い
て
。

　
　

防
災
重
点
た
め
池
は
、
平
成
27

　
　

年
９
月
に
国
か
ら
考
え
方
が

示
さ
れ
、
県
に
お
い
て
基
準
を
つ

く
り
、
宮
沢
た
め
池
が
指
定
さ
れ

た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
の
後
、
国

が
平
成
30
年
11
月
に
人
的
被
害
を

与
え
る
お
そ
れ
に
関
す
る
具
体
的
な

基
準
を
作
成
し
た
と
こ
ろ
、
鯉
ヶ
久

保
池
が
該
当
し
、
県
か
ら
防
災
重

点
た
め
池
の
指
定
を
受
け
た
た
め

で
あ
る
。

　
　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
交
付

　
　

関
係
の
補
正
の
内
容
と
現
在

の
本
市
の
取
得
状
況
に
つ
い
て
。

　
　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
取
得

　
　

の
啓
発
、
申
請
を
サ
ポ
ー
ト

し
、
広
報
な
ど
の
周
知
の
強
化
に
取

り
組
む
た
め
、
横
断
幕
や
ポ
ス

タ
ー
、
チ
ラ
シ
な
ど
の
啓
発
、
利
用

店
舗
の
募
集
経
費
を
含
ん
で
い

る
。
ま
た
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
の
申
請
・
交
付
の
充
実
の
た

め
、
臨
時
的
任
用
職
員
な
ど
の
配

置
、
出
張
申
請
す
る
受
付
方
式
や

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
活
用
し

た
自
治
体
ポ
イ
ン
ト
に
よ
る
消
費

活
性
化
の
導
入
に
向
け
た
マ
イ

キ
ー
Ｉ
Ｄ
の
設
定
支
援
の
実
施
体

制
の
整
備
を
考
え
て
い
る
。
現
在

の
取
得
状
況
は
、
約
12
％
で
あ
る
。

（
反
対
・
賛
成
討
論
あ
り
）

　
　

当
初
、
幼
稚
園
を
対
象
と
し

　
　

て
考
え
て
い
た
が
、
認
定
こ

ど
も
園
の
創
設
や
保
育
所
利
用
の

子
ど
も
の
増
加
な
ど
を
勘
案
し
た

結
果
、保
育
所
、幼
稚
園
な
ど
に
通

う
３
歳
児
か
ら
５
歳
児
を
無
償
化

の
対
象
と
し
て
い
る
。ま
た
、３
歳

児
以
降
は
、ほ
と
ん
ど
の
子
ど
も
た

ち
が
保
育
所
、
幼
稚
園
に
入
園
し
、

無
償
化
の
効
果
が
広
く
行
き
渡
る

の
に
対
し
、
０
歳
児
か
ら
２
歳
児

の
保
育
所
入
所
は
、
低
年
齢
児
全

体
の
約
２
割
か
ら
３
割
程
度
で
、

低
所
得
世
帯
の
一
部
を
除
い
て
公

平
性
の
観
点
な
ど
か
ら
対
象
外
と

し
た
も
の
で
あ
る
。

　　
　

副
食
費
の
金
額
を
４
５
０
０

　
　

円
と
し
た
根
拠
は
。

　
　

昨
年
度
、実
際
に
か
か
っ
た
食

　
　

材
料
費
を
も
と
に
算
定
し
た
結

果
、４
５
０
０
円
台
の
金
額
と
な
っ

て
お
り
、国
か
ら
の
通
知
も
４
５
０

０
円
を
目
安
と
し
て
い
た
た
め
。

　

飯
能
市
農
林
産
物
加
工
直
売
所

の
設
置
の
規
定
に
、
観
光
的
視
点

を
取
り
入
れ
た
、
地
域
と
自
然
の

ふ
れ
あ
い
、
人
々
が
交
流
し
、
及
び

北
欧
の
雰
囲
気
を
体
感
で
き
る
空
間

を
提
供
す
る
こ
と
を
追
加
す
る
と
と

も
に
、
飯
能
市
農
林
産
物
加
工
直
売

所
の
管
理
を
指
定
管
理
者
に
行
わ
せ

る
た
め
、
必
要
な
規
定
を
整
備
す
る

な
ど
の
た
め
、
提
案
す
る
も
の
。

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
、歳
入

歳
出
そ
れ
ぞ
れ
４
億
３
２
５
２
万

５
千
円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
予

算
の
総
額
を
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

２
９
７
億
６
０
０
９
万
４
千
円
と

す
る
も
の
。

　

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
施
行

令
の
一
部
が
改
正
さ
れ
た
こ
と
に
伴

い
、
満
３
歳
に
達
す
る
日
以
後
の

最
初
の
３
月
31
日
を
経
過
し
た
児

童
の
保
育
に
係
る
保
育
料
の
額
を
無

料
と
す
る
た
め
提
案
す
る
も
の
。

　

特
定
教
育・保
育
施
設
及
び
特
定

地
域
型
保
育
事
業
の
運
営
に
関
す

る
基
準
の
一
部
が
改
正
さ
れ
た
こ

と
に
伴
い
、食
事
の
提
供
に
要
す
る

費
用
の
取
扱
い
を
変
更
す
る
な
ど

の
た
め
提
案
す
る
も
の
。

　　  主な追加の内容（万円未満切り捨て）
　歳入
地方交付税　　　　　　　　　　　 　 2憶4,811万円
国庫支出金　　　　　　　　　　 　　 2億5,824万円
繰入金 　　　　　　　　　　　 　　△7億4,185万円
繰越金　　　　　　　　　　　 　　　 4億2,770万円
　歳出
保育所等支援事業　　　　　　 　　    1憶3,249万円
東吾野医療介護センター管理運営基金積立金 　 1,077万円
農林産物加工直売所施設整備事業　     1億1,300万円
中学校施設管理事業　　　　　　　　　 　2,960万円
私立幼稚園就園奨励事業　　　　　　 　△5,431万円
私立幼稚園無償化事業　　　　　　　  1億5,951万円

由
に
つ
い
て
。

　
　

名
栗
地
域
の
伝
統
文
化
と
の

　
　

融
合
は
。

　
　

観
光
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
と
い

　
　

う
案
内
人
を
置
き
、
名
栗
地

域
の
実
績
を
熟
知
し
た
方
を
語
り

手
と
し
て
配
置
し
、
伝
統
文
化
も

紹
介
し
な
が
ら
観
光
名
所
に
案
内

す
る
な
ど
連
携
を
図
り
た
い
。

　
　

隣
接
地
に
お
い
て
実
施
す
る

　
　

事
業
の
採
算
性
、
費
用
対
効

果
に
つ
い
て
。

　
　

サ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
型
市
場
調

　
　

査
に
お
け
る
民
間
事
業
者
と

の
対
話
で
は
、
採
算
性
は
十
分
認

め
ら
れ
る
と
聞
い
て
い
る
。
地
域

へ
の
経
済
波
及
効
果
が
大
変
重
要

と
考
え
て
お
り
、
地
域
や
地
域
の

事
業
者
の
方
々
に
よ
る
事
業
へ
の

参
画
に
よ
り
大
き
な
も
の
と
な
る

と
考
え
て
い
る
。

　
　

保
育
料
無
償
化
の
対
象
は
３
歳

　
　

児
か
ら
５
歳
児
で
あ
り
、
０
歳

児
か
ら
２
歳
児
を
対
象
外
と
し
た
理
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74
令
和
元
年
度
飯
能
市
一
般
会
計

　

補
正
予
算
（
第
４
号
）

66
飯
能
市
保
育
の
必
要
性
の
認
定

　

に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例

　

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

74
令
和
元
年
度
飯
能
市
一
般
会
計

　

補
正
予
算
（
第
４
号
）

74
令
和
元
年
度
飯
能
市
一
般
会
計

　

補
正
予
算
（
第
４
号
）

　

地
方
公
務
員
法
及
び
地
方
自
治

法
の
一
部
が
改
正
さ
れ
、
会
計
年

度
任
用
職
員
制
度
が
導
入
さ
れ
る

こ
と
に
伴
い
、
フ
ル
タ
イ
ム
会
計

年
度
任
用
職
員
は
基
本
的
に
正
規

職
員
と
同
じ
で
、
初
任
給
調
整
手

当
、
地
域
手
当
、
通
勤
手
当
、
特
殊

勤
務
手
当
、
時
間
外
勤
務
手
当
、

休
日
勤
務
手
当
及
び
期
末
手
当
が

支
給
さ
れ
、
パ
ー
ト
タ
イ
ム
会
計

年
度
任
用
職
員
に
は
、
報
酬
と
期

末
手
当
が
支
給
さ
れ
る
こ
と
。

　

本
年
４
月
１
日
現
在
、
５
５
１
人

が
、
会
計
年
度
任
用
職
員
に
移
行

す
る
こ
と
。

　

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
整
備
交

付
金
は
、
奥
武
蔵
小
学
校
の
放
課

後
児
童
ク
ラ
ブ
建
設
に
係
る
補
助

金
で
あ
る
こ
と
。　
　
　
　

　

国
が
新
た
に
個
人
番
号
カ
ー
ド

利
用
環
境
整
備
費
補
助
金
を
設

け
た
の
で
積
極
的
に
活
用
し
、
今

後
の
消
費
税
率
の
改
定
に
伴
う
消

費
の
平
準
化
等
を
図
る
こ
と
な
ど

も
踏
ま
え
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
の
交
付
の
促
進
、
マ
イ
ナ
ポ
イ

ン
ト
制
度
な
ど
に
つ
い
て
周
知
す

る
た
め
、
計
上
す
る
も
の
で
あ
る

　

名
栗
地
域
の
創
生
に
繋
げ
る
公

共
性
、
公
益
性
の
高
い
事
業
で
あ

る
こ
と
か
ら
市
が
施
設
を
整
備

し
、
収
益
が
出
る
場
合
は
一
部
を

市
へ
還
元
し
て
も
ら
う
こ
と
を
考

え
て
い
る
こ
と
。

　

加
工
直
売
所
の
運
営
方
針
を
①

観
光
的
視
点
を
取
り
入
れ
た
体
験

を
通
じ
、
自
然
と
の
ふ
れ
あ
い
、

人
々
と
の
交
流
の
で
き
る
地
域
の

交
流
拠
点
、
②
農
業
や
林
業
に
触

れ
、
地
域
の
農
林
業
の
振
興
を
図

る
拠
点
、
③
「
北
欧
文
化
」
を
体

59
飯
能
市
会
計
年
度
任
用
職
員
の

　

報
酬
等
に
関
す
る
条
例

65
飯
能
市
保
育
所
設
置
及
び
管
理

　

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

71
飯
能
市
農
林
産
物
加
工
直
売
所

　

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　議会に提出された議案や請願は、専門的により詳しく審査するた
め、総務、厚生文教、経済建設の３つの常任委員会に付託されます。
　９月定例会の主な審査内容は、次のとおりです。

○の中の数字は議案番号（順不同）

こ
と
。

（
反
対
討
論
あ
り
）

　

副
食
費
は
保
育
料
に
含
ま
れ
て

い
た
が
、幼
児
教
育
・
保
育
の
無
償

化
に
伴
い
、実
費
徴
収
さ
れ
る
こ
と
。

　

時
間
外
保
育
料
は
、
無
償
化
の

対
象
外
で
あ
る
こ
と
。

　

育
児
休
業
を
取
得
す
る
と
き
に
、

既
に
上
の
子
ど
も
が
保
育
所
等
に
入

所
し
て
い
る
場
合
の
保
育
の
必
要
性

の
認
定
の
要
件
に
、
特
定
子
ど
も
・

子
育
て
支
援
施
設
等
を
利
用
し
て
お

り
、
当
該
施
設
等
を
引
き
続
き
利
用

す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
認
め
ら

れ
る
こ
と
を
加
え
る
こ
と
。

　

児
童
援
護
事
業
は
、
幼
児
教

育
・
保
育
無
償
化
と
と
も
に
実
施

さ
れ
る
就
学
前
の
障
害
児
の
発
達

支
援
の
無
償
化
に
係
る
障
害
児
通

所
等
給
付
費
負
担
金
を
増
額
し
、

満
３
歳
に
な
っ
て
初
め
て
の
４
月

か
ら
小
学
校
入
学
ま
で
の
３
年

間
、
児
童
発
達
支
援
等
の
利
用
料

感
で
き
る
空
間
と
機
会
を
提
供
す

る
拠
点
、
④
地
域
と
連
携
し
、
地

域
と
と
も
に
発
展
す
る
、
地
域
活

性
化
の
拠
点
と
い
う
４
点
に
し
、

な
か
で
も
④
に
つ
い
て
の
提
案
を

強
く
望
み
、
募
集
を
行
っ
た
こ
と
。

　　

令
和
２
年
度
に
予
定
の
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
活
用
し
た
消
費

活
性
化
策
や
、
健
康
保
険
証
利
用

の
運
用
開
始
に
向
け
、
カ
ー
ド
の

普
及
・
交
付
を
円
滑
に
実
施
す
る

た
め
の
増
額
で
あ
り
、
補
助
率
10

分
の
10
の
国
庫
補
助
対
象
事
業
で

あ
る
こ
と
。

　

農
林
産
物
加
工
直
売
所
施
設
整

備
事
業
は
、
詳
細
設
計
業
務
委

託
、
施
工
監
理
業
務
委
託
、
野
外

ス
テ
ー
ジ
、
調
理
用
施
設
、
サ
ウ

ナ
テ
ン
ト
用
の
更
衣
室
兼
シ
ャ

ワ
ー
ル
ー
ム
等
の
工
事
費
、
北
欧

文
化
体
験
を
提
供
す
る
た
め
の
サ

ウ
ナ
テ
ン
ト
等
の
購
入
費
を
計
上

し
た
こ
と
。

　

道
路
新
設
改
良
費
の
う
ち
、
市

道
１
│

４
号
線
バ
ス
停
車
帯
整
備
工

事
は
、
県
補
助
金
の
地
域
公
共
交

通
活
性
化
促
進
事
業
補
助
金
が
交

付
決
定
さ
れ
た
こ
と
、
工
事
は
歩

道
に
切
込
み
を
入
れ
、
バ
ス
が
停

車
す
る
ス
ペ
ー
ス
を
整
備
す
る
も

の
で
、
延
長
は
40
メ
ー
ト
ル
、
幅

員
は
３
・
５
メ
ー
ト
ル
の
予
定
で

あ
る
こ
と
。

（
反
対
・
賛
成
討
論
あ
り
）

が
無
償
と
な
り
、
対
象
者
は
28
人

で
あ
る
こ
と
。

　

市
内
に
認
可
外
保
育
施
設
は
８

施
設
あ
り
、
そ
の
う
ち
６
施
設
か

ら
無
償
化
に
係
る
確
認
申
請
が

あ
っ
た
こ
と
。

　

中
学
校
施
設
管
理
事
業
は
、
飯

能
第
一
中
学
校
の
空
調
設
備
交
換

で
あ
り
、
今
後
も
設
備
の
設
置
後

30
年
以
上
経
過
し
た
学
校
も
あ
る

た
め
、
老
朽
化
状
況
等
を
総
合
的

に
判
断
し
、
進
め
て
い
く
こ
と
。

　

私
立
幼
稚
園
就
園
奨
励
事
業

は
、
10
月
か
ら
の
幼
児
教
育
・
保

育
の
無
償
化
に
伴
い
、
事
業
が
廃

止
と
な
る
も
の
で
あ
り
、
私
立
幼

稚
園
の
園
児
は
５
７
０
人
で
あ
る

こ
と
。
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決算の
概要・審査

平成平成3030年度各会計（一般・特別・企業）決算を年度各会計（一般・特別・企業）決算を
認定いたしました認定いたしました

決
算
審
査

●●●●

●●●●●

●

一
般
会
計
・
特
別
会
計
決
算

の
概
要

（
監
査
委
員
の
決
算
審
査
意
見
書
か
ら
抜
粋
）

特別会計歳入歳出決算額 一般会計歳入歳出決算額

と
符
合
し
、
適
正
な
も
の
と
認
め
ら

れ
た
。

　

当
該
年
度
は
、
発
展
都
市
の
実
現

に
向
け
て
、
第
５
次
飯
能
市
総
合
振

興
計
画
に
戦
略
的
な
取
組
と
し
て
掲

げ
た
シ
ン
ボ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
推

進
し
、
女
性
と
子
ど
も
に
や
さ
し
い

ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
事
業
や
、
定

住
、
交
流
人
口
の
増
加
に
つ
な
が
る

事
業
な
ど
が
実
施
さ
れ
、
人
口
減
少

率
の
縮
小
や
観
光
客
の
大
幅
な
増
加

と
い
う
効
果
が
表
れ
て
い
る
。

　

今
後
の
行
財
政
運
営
に
つ
い
て
は
、

社
会
保
障
関
連
の
経
費
や
公
共
施
設

等
の
維
持
管
理
経
費
な
ど
を
考
え
る

と
、
依
然
と
し
て
厳
し
い
財
政
状
況

が
続
く
も
の
と
推
測
さ
れ
、
さ
ら
な

る
自
主
財
源
の
確
保
が
必
要
と
さ
れ

る
。
引
き
続
き
、
財
政
健
全
化
に
取

り
組
む
と
と
も
に
、
限
り
あ
る
財
源

を
最
大
限
有
効
に
活
用
し
、
効
率
的

で
効
果
的
な
予
算
執
行
に
努
め
、
さ

ら
に
発
展
都
市
へ
飛
躍
す
る
た
め
積

極
的
な
事
業
展
開
を
望
む
も
の
で
あ

る
。

　

ま
た
、
社
会
経
済
情
勢
の
変
化
を

的
確
に
把
握
し
、
将
来
を
見
据
え
た

事
業
の
選
択
と
重
点
化
に
よ
り
、
市

民
満
足
度
の
高
い
行
政
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
さ
れ
る
こ
と
を
切
望
し
て
意
見

と
す
る
。

５
０
０
０
万
円
、
約
１
・
２
％
の

減
、
収
入
済
額
は
前
年
度
比
約
１

８
６
０
万
円
、
０
・
２
％
の
減
で
あ

る
。
収
納
率
は
、
現
年
課
税
分
が

０
・
２
％
プ
ラ
ス
の
99
・
３
％
、
滞

納
繰
越
分
が
、
７
・
７
％
プ
ラ
ス
の

36
・
６
％
で
あ
る
。
減
の
主
な
内

容
は
固
定
資
産
税
の
３
年
毎
に
１

回
の
評
価
替
え
で
、
在
来
分
家
屋

の
減
価
の
影
響
が
大
き
い
こ
と
。

　

個
人
市
民
税
は
、
納
税
義
務
者

は
増
え
て
お
り
、
特
に
給
与
所
得

者
、
給
与
所
得
の
総
額
も
増
え
、

特
別
徴
収
が
大
幅
に
増
え
て
い

る
。
市
民
生
活
は
、
良
い
方
向
に

向
か
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
。

　

生
活
保
護
基
準
の
見
直
し
は
、

子
ど
も
を
持
つ
家
庭
で
の
生
活
保

護
費
の
月
額
に
若
干
の
減
額
が
あ

り
、
替
わ
っ
て
入
学
準
備
金
の
大

幅
な
増
額
や
部
活
動
な
ど
の
費
用

な
ど
の
増
額
が
あ
り
、
子
育
て
世

帯
に
と
っ
て
は
、
必
要
な
と
き
の

一
時
扶
助
の
仕
組
み
と
な
っ
た
こ

と
。

　

平
成
30
年
度
か
ら
森
の
番
人
は

８
名
か
ら
３
名
体
制
に
な
っ
て
お

り
、
こ
れ
ま
で
森
の
番
人
と
し
て

活
動
し
て
い
た
者
が
、
市
の
市
有

林
の
み
な
ら
ず
私
有
林
、
個
人
の

山
も
含
め
た
管
理
を
広
く
活
動
す

る
趣
旨
で
西
川
広
域
森
林
組
合
に

配
置
を
行
っ
た
も
の
で
あ
る
こ

と
。

　

創
業
支
援
の
主
な
も
の
は
、
創

業
支
援
補
助
金
及
び
新
規
出
店
促

進
事
業
補
助
金
で
執
行
率
は
大
分

下
が
っ
て
い
る
が
、
商
工
会
議
所

と
連
携
し
た
Ｐ
Ｒ
を
強
化
し
、
１

件
で
も
多
い
活
用
に
努
め
る
こ

と
。

　

都
市
回
廊
空
間
の
不
用
額
は
、

飯
能
河
原
の
照
明
施
設
を
委
託
す

る
こ
と
で
進
ん
で
い
た
が
、
職
員

で
で
き
る
と
こ
ろ
を
行
っ
た
結
果

と
し
て
不
用
額
と
な
っ
て
い
る
こ

と
。

　

飯
能
河
原
は
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
や

ア
ウ
ト
ド
ア
な
ど
大
変
多
く
の
観

光
客
が
訪
れ
て
お
り
、
大
河
原
観

光
ト
イ
レ
な
ど
３
つ
の
ト
イ
レ
が

衛
生
的
に
稼
働
し
て
い
る
こ
と
。

　

割
岩
橋
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
は
、

ピ
ン
ク
リ
ボ
ン
以
外
に
も
ク
リ
ス
マ

ス
バ
ー
ジ
ョ
ン
、
お
正
月
バ
ー
ジ
ョ

ン
、
バ
レ
ン
タ
イ
ン
デ
ー
バ
ー
ジ
ョ

ン
と
職
員
の
工
夫
に
よ
り
事
業
展
開

し
て
い
る
こ
と
。

　

岩
沢
地
区
整
備
事
業
に
お
い

て
、
セ
ッ
ト
バ
ッ
ク
な
ど
の
土
地
、

用
地
買
収
等
は
20
筆
、
ま
た
併
せ

て
建
物
移
転
６
件
、
工
作
物
移
転

19
件
な
ど
を
実
施
し
た
。
今
後
も

事
業
を
進
め
て
い
き
、
狭
隘
道
路

の
解
消
に
努
め
て
い
く
こ
と
。

　

学
校
給
食
費
の
民
間
委
託
は
、

平
成
29
、
30
年
度
決
算
の
差
額
は

４
９
０
万
円
ほ
ど
の
増
額
と
な
っ

て
い
る
こ
と
。
民
間
委
託
費
の
累

計
は
、
平
成
25
〜
30
年
度
ま
で
で

６
億
３
５
０
０
万
円
ほ
ど
と
な
っ

て
い
る
こ
と
。

令和元年11月１日　はんのう市議会だより　第153号　●4

　今定例会に市長から提出された平成３０年度一般会計及び特別会計の決算（認定
第１号～認定第１２号）については、総務・厚生文教・経済建設委員会に付託され、
会期中に３日間慎重な審査を行い、委員会、本会議でいずれも認定いたしました。
　主な内容は次のとおりです。

※1…翌年度に繰り越すべき財源を差し引いたもの
※2…前年度の実質収支を差し引いたもの

※1…翌年度に繰り越すべき財源を差し引いたもの
※2…前年度の実質収支を差し引いたもの

歳　　　　入

歳　　　　出

実質収支※1

単年度収支※2

歳　　　　入

歳　　　　出

実質収支※1

単年度収支※2

平成30年度各会計（一般・特別・企業）決算を
認定いたしました

280億7,018万5,836円

267億2,661万1,604円

 13億1,889万232円

8,352万508円

202億8,985万989円

195億8,643万799円

6億6,799万5,190円

△3億2,944万4,569円

 

各
会
計
の
決
算
書
と
そ
の
附
属
書

類
は
、
い
ず
れ
も
関
係
法
令
に
準
拠

し
て
作
成
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
内
容
、

数
値
は
関
係
諸
帳
簿
及
び
証
書
類

一
般
会
計

　

市
税
調
定
額
は
、
前
年
度
比
１
億
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水
道
事
業
会
計
決
算
の
概
要

（
監
査
委
員
の
決
算
審
査
意
見
書
か
ら
抜
粋
）

水
道
事
業
会
計

●5　　令和元年11月１日　はんのう市議会だより　第153号

　

敬
老
祝
金
を
廃
止
し
た
も
の
の
、

高
齢
者
事
業
に
充
当
し
な
か
っ
た
こ

と
、
学
校
給
食
調
理
業
務
の
民
間
委

託
は
新
た
な
財
政
負
担
と
な
る
こ

と
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
は
、
情

報
漏
え
い
が
皆
無
と
は
言
え
な
い
こ

と
、（
仮
称
）飯
能
大
河
原
線
整
備
事

業
は
、
総
合
振
興
計
画
に
位
置
づ
け

る
こ
と
な
く
、
突
然
、
市
の
単
独
事

業
と
し
て
執
行
し
て
き
た
こ
と
な
ど

か
ら
、反
対
す
る
。

　

敬
老
祝
金
は
年
金
の
補
填
と
い
う

所
期
の
目
的
は
達
成
し
た
こ
と
、
学

校
給
食
調
理
業
務
民
間
委
託
は
教
職

員
の
多
忙
化
の
軽
減
、
給
食
に
対
す

る
不
安
の
解
消
に
つ
な
が
っ
て
い
る

こ
と
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
取

得
で
国
民
生
活
が
豊
か
に
な
る
こ

と
、
飯
能
大
河
原
線
は
狭
山
日
高
イ

ン
タ
ー
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
が
よ
く
な

る
こ
と
な
ど
か
ら
、
賛
成
す
る
。

　
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

　

最
高
限
度
額
の
引
き
上
げ
に
よ
る

国
民
健
康
保
険
税
収
入
へ
の
影
響
額

は
約
７
５
０
万
円
で
あ
る
こ
と
。

　　

均
等
割
は
赤
ち
ゃ
ん
や
所
得
の
な

い
子
ど
も
に
も
１
万
７
千
円
が
課
せ

ら
れ
る
。
本
市
は
子
ど
も
の
均
等
割

を
減
免
し
た
場
合
、
政
策
的
な
も
の

で
あ
る
が
、
赤
字
解
消
計
画
の
対
象

に
な
り
、
減
免
す
る
気
は
な
い
た

め
、
反
対
す
る
。

　

一
般
会
計
か
ら
の
法
定
外
繰
入
金

に
よ
っ
て
平
成
30
年
度
は
税
率
の
引

き
上
げ
は
せ
ず
、
努
力
し
て
運
営
し

て
い
る
。
国
民
健
康
保
険
財
政
調
整

基
金
を
こ
れ
ま
で
よ
り
多
く
積
み
立

て
、
将
来
の
国
民
健
康
保
険
事
業
費

納
付
金
の
不
足
に
備
え
る
な
ど
、
加

入
者
全
体
に
配
慮
さ
れ
て
い
る
た

め
、
賛
成
す
る
。

　
介
護
保
険
特
別
会
計

　

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築

の
核
と
な
る
存
在
で
、
多
く
の
業
務

を
担
っ
て
い
る
が
、
業
務
量
だ
け
で

な
く
課
題
が
あ
っ
た
場
合
、
毎
月
１

回
管
理
者
会
議
で
話
し
合
っ
て
い
る

ほ
か
、
専
門
職
で
構
成
さ
れ
る
運
営

協
議
会
で
適
切
な
運
営
を
協
議
し
て

お
り
、今
後
も
検
討
し
て
い
く
こ
と
。

　　

介
護
予
防
効
果
の
評
価
が
行
え
て

い
な
い
こ
と
や
施
策
を
有
効
に
機
能

さ
せ
て
い
る
先
進
自
治
体
並
み
の
事

業
運
営
改
革
の
検
討
や
実
施
結
果
が

見
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
反
対

す
る
。

　

介
護
予
防
サ
ポ
ー
タ
ー
な
ど
専
門

職
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
れ
る
方
が
増

え
、
介
護
予
防
事
業
の
仕
組
み
が
で

き
つ
つ
あ
る
。
ま
た
、
お
出
か
け
見

守
り
シ
ー
ル
の
交
付
や
ひ
と
り
歩
き

や
さ
し
い
声
か
け
訓
練
の
実
施
な
ど

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
か

ら
、
賛
成
す
る
。

　
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

　

平
成
30
年
度
の
保
険
料
の
収
入
未

納
額
は
約
５
３
０
万
円
だ
が
、
現
年

分
の
収
納
率
は
、
前
年
度
よ
り
上

が
っ
て
お
り
、
県
平
均
よ
り
も
高
く

な
っ
て
い
る
こ
と
。

　

市
町
村
独
自
の
健
康
増
進
に
係
る

取
り
組
み
へ
の
経
費
補
助
を
広
域
連

合
が
実
施
し
て
い
る
中
、
事
業
の
成

果
で
保
健
事
業
に
は
触
れ
ら
れ
て
お

ら
ず
、
成
果
も
示
さ
な
い
現
状
、
広

域
連
合
の
方
針
に
合
致
し
て
い
る
か

疑
問
が
あ
る
た
め
、
反
対
す
る
。

　

後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
納
付

金
が
増
え
た
理
由
は
、
高
齢
化
の
進

展
に
よ
り
過
入
金
が
増
加
し
、
保
険

料
や
保
険
基
盤
安
定
繰
入
金
が
増
え

た
た
め
で
あ
り
、
医
療
費
が
増
え
て

い
る
こ
と
で
は
な
い
。
本
市
の
現
年

度
分
の
保
険
料
収
納
率
は
、
県
平
均

を
上
回
っ
て
お
り
、
賛
成
す
る
。

　
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
特
別
会
計

　

訪
問
看
護
収
入
は
、
予
算
額
よ
り

決
算
額
が
下
回
っ
た
こ
と
に
よ
り
、

繰
入
金
の
構
成
割
合
を
押
し
上
げ
た

も
の
で
、
経
営
の
視
点
か
ら
も
サ
ー

ビ
ス
提
供
に
係
る
収
入
を
確
保
し
、

少
し
で
も
繰
入
金
を
減
ら
す
た
め
、

引
き
続
き
努
力
す
る
こ
と
。

　

地
域
住
民
に
不
可
欠
な
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
す
る
形
態
は
、
公
営
で
な
け

れ
ば
成
り
立
た
な
い
と
い
う
こ
と
は

な
く
、
抜
本
的
な
具
体
策
が
な
い
現

状
で
あ
る
た
め
、
反
対
す
る
。

　

山
間
地
域
に
居
住
す
る
利
用
者
が

多
い
こ
と
か
ら
効
率
的
な
運
営
を
す

る
こ
と
は
難
し
く
、
民
間
に
は
難
し

い
か
ら
こ
そ
本
市
が
直
営
の
事
業
所

と
し
て
地
域
医
療
の
一
翼
を
担
う
と

い
う
意
義
が
あ
る
た
め
、賛
成
す
る
。

　

給
水
人
口
の
減
少
に
伴
い
、
今
後

も
給
水
収
益
の
減
少
が
見
込
ま
れ

る
。
引
き
続
き
、
老
朽
施
設
の
更
新

工
事
や
機
能
の
向
上
等
に
資
金
を
要

す
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
厳
し
い
事
業

経
営
が
続
く
と
推
測
さ
れ
る
。

　

こ
れ
か
ら
の
事
業
経
営
に
当
た
っ

て
は
、
経
費
削
減
と
財
源
の
確
保
に

よ
っ
て
事
業
経
営
の
安
定
化
を
図

り
、
市
民
生
活
に
欠
く
こ
と
の
で
き

な
い
水
道
水
の
安
定
的
な
供
給
に
努

め
ら
れ
る
と
と
も
に
、
施
設
、
設
備

の
適
正
な
維
持
管
理
を
実
施
し
、
水

道
水
の
安
全
を
確
保
さ
れ
る
こ
と
を

希
望
し
て
意
見
と
す
る
。

　　

経
営
収
支
に
お
け
る
改
善
は
、
漏

水
対
策
の
実
施
方
法
、
委
託
業
務
の

見
直
し
、
固
定
資
産
除
去
費
の
抑
制

等
を
検
討
し
て
い
る
こ
と
。

　

本
郷
浄
水
場
の
休
止
後
の
水
利
権

は
、
非
常
に
重
要
な
も
の
と
認
識
し

て
お
り
、
今
後
の
水
需
要
の
動
向
な

ど
細
か
く
調
査
し
た
上
で
、
国
と
協

議
し
て
い
く
こ
と
。

　　

再
建
事
業
の
中
で
本
郷
浄
水
場
を

休
止
、
廃
止
と
し
て
い
る
が
、
３
万

人
の
水
利
権
を
失
わ
な
い
よ
う
手
だ

て
を
取
る
べ
き
だ
。
飯
能
市
が
受
水

す
る
県
水
は
あ
く
ま
で
暫
定
水
利
権

で
、
何
か
の
災
害
時
に
は
、
後
回
し

に
さ
れ
る
。
12
万
人
都
市
構
想
に
基

づ
く
過
大
投
資
の
ツ
ケ
を
背
負
い
な

が
ら
、
さ
ら
に
県
水
の
受
水
量
を
増

や
す
な
ど
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
た

め
、
反
対
す
る
。

　

名
栗
川
と
荒
川
水
系
の
県
水
と
２

系
統
の
水
源
を
も
つ
こ
と
は
、
渇
水

や
水
質
事
故
な
ど
の
事
態
に
備
え

て
、
必
要
性
は
高
い
も
の
で
あ
る
。

浄
水
施
設
等
再
構
築
事
業
の
完
了
後

は
水
道
水
の
ブ
レ
ン
ド
率
が
改
善
さ

れ
る
な
ど
、
努
力
も
さ
れ
て
い
る
。

水
道
は
、
市
民
生
活
に
必
要
不
可
欠

な
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
で
あ
り
、
安
全
で

良
質
な
水
道
水
を
安
定
的
に
供
給
す

る
こ
と
が
、
水
道
事
業
者
の
使
命
で

あ
る
。
経
営
基
盤
の
強
化
に
取
り
組

ん
で
い
る
た
め
、
賛
成
す
る
。
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宮内　保行 氏

78
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

　

に
つ
い
て

　

教
育
委
員
会
委
員
南
林
さ
え

子
氏
が
任
期
満
了
と
な
る
の

で
、
新
た
に
宮
内
保
行
氏
を
任

命
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
全
員

同
意
し
ま
し
た
。

渡辺　良孝 氏

79
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

　

会
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

　

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

委
員
滝
田
満
氏
が
任
期
満
了
と

な
る
の
で
、
新
た
に
渡
辺
良
孝

氏
を
選
任
す
る
こ
と
に
つ
い

て
、
全
員
同
意
し
ま
し
た
。

■賛否が分かれた議案・認定等

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19

新
井

重
治

坂
井

悦
子

関
田

直
子

大
津

　
力

野
口

和
彦

内
田

健
次

平
沼

　
弘

栗
原

義
幸

中
元

　
太

松
橋

律
子

滝
沢

　
修

山
田

利
子

新
井

　
巧

金
子

敏
江

加
藤
由
貴
夫

砂
長

恒
夫

鳥
居

誠
明

加
涌

弘
貴

野
田

直
人

74 令和元年度飯能市一般会計補正予算（第４号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ × × × × ○ ○ × ○ ○ 原案可決

認定1
平成３０年度飯能市一般会計歳入歳出決算の認定
について ○ × ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ × × × × ○ ○ ○ ○ ○ 認　定

認定2
平成３０年度飯能市国民健康保険特別会計歳入歳
出決算の認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ × × × × ○ ○ ○ ○ ○ 認　定

認定3
平成３０年度飯能市下水道特別会計歳入歳出決算
の認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ × × × × ○ ○ ○ ○ ○ 認　定

認定8
平成３０年度飯能市特定環境保全公共下水道特別
会計歳入歳出決算の認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ × × × × ○ ○ ○ ○ ○ 認　定

認定9
平成３０年度飯能市介護保険特別会計歳入歳出決
算の認定について ○ × ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ × × × × ○ ○ ○ ○ ○ 認　定

認定10
平成３０年度飯能市後期高齢者医療特別会計歳入
歳出決算の認定について

○ × ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 認　定

認定11
平成３０年度飯能市訪問看護ステーション特別会
計歳入歳出決算の認定について

○ × ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 認　定

認定12 平成３０年度飯能市水道事業決算の認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ × × × × ○ ○ ○ ○ ○ 認　定

議案
番号 議決結果

58 承　認

59 原案可決

60 原案可決

61 原案可決

62 原案可決

63 原案可決

64 原案可決

65 原案可決

66 原案可決

67 原案可決

68 原案可決

69 原案可決

70 原案可決

71 原案可決

72 原案可決

73 原案可決

75 原案可決

76 原案可決

77 原案可決

認定4 認　定

認定5 認　定

認定6 認　定

認定7 認　定

78 同　意

79 同　意

議提4 原案可決

申出書のとおり

派　遣

議　　　　　案　　　　　名

※表の見方：議案番号の「議提」議員提出議案の略

専決処分の承認を求めることについて（令和元年度飯能市一般会計補正予算（第３号））

特定事件の閉会中における継続調査申し出の件（総務委員会・厚生文教委員会・経済建設委員会）

飯能市消防団条例の一部を改正する条例

地方公務員法及び地方自治法の一部改正に伴う関係条例の整備に関する条例

飯能市会計年度任用職員の報酬等に関する条例

飯能市保育所設置及び管理条例の一部を改正する条例

飯能市保育の必要性の認定に関する基準を定める条例の一部を改正する条例

飯能市立名栗幼稚園条例の一部を改正する条例

固定資産評価審査委員会委員の選任について（渡辺　良孝　氏）

議員派遣の件

飯能市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例

飯能市職員の給与に関する条例の一部を改正する条例

平成３０年度飯能市岩沢南部土地区画整理特別会計歳入歳出決算の認定について

飯能市農林産物加工直売所条例の一部を改正する条例

教育委員会委員の任命について（宮内　保行　氏）

高齢者の安全運転支援と移動手段の確保を求める意見書

平成３０年度飯能市笠縫土地区画整理特別会計歳入歳出決算の認定について

平成３０年度飯能市岩沢北部土地区画整理特別会計歳入歳出決算の認定について

令和元年９月定例会　　議決結果

■全会一致の議案・認定等

議案
番号

議席番号・議員名

議　案　名

議決
結果

令和元年度飯能市介護保険特別会計補正予算（第２号）

※平沼弘議員は議長のため、採決には加わっていません。

飯能市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例

※表の見方：○は賛成の議員、×は反対の議員

飯能市印鑑条例の一部を改正する条例

飯能市手数料条例の一部を改正する条例

飯能市災害弔慰金の支給等に関する条例の一部を改正する条例

飯能市水道事業給水条例の一部を改正する条例

契約の一部変更について（小岩井元小岩井線（市道１－２６０２号線）道路改良工事）

平成３０年度飯能市水道事業未処分利益剰余金の処分について

飯能市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例

平成３０年度飯能市双柳南部土地区画整理特別会計歳入歳出決算の認定について
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一 般 質 問

一　
 

般　
 

質　

 

問

五感を使った飯能ならではの森林教育は、森林
を持たない他自治体にも魅力的に映るのではな
いか。他自治体の子ども達にも提供できるよう
に、体験型教育を研究してはいかがか。

木について学ぶ、水について学ぶ、空気につい
て学ぶ等のプログラムを揃えて他自治体の児童
に宿泊学習等で飯能に来てもらったら良いので
はないか。舞台として、吾野小学校、東吾野小
学校等の廃校を利用することを考えても良いの
ではないか。

景観創生の観点から、林相転換に景観のプロの
視点を入れることはいかが。

森林文化都市飯能から将来を担う人材を輩出す
るためにも森林学校を誘致する考えはないか。

問

問

問

問

●7　令和元年11月１日　はんのう市議会だより　第153号

　

一
般
質
問
と
は
、
市
の
行
政
全
般
に
つ
い
て
市
長（
執
行

部
）に
対
し
、
議
員
が
そ
れ
ぞ
れ
の
視
点
か
ら
質
問
し
、
説
明

を
求
め
る
も
の
で
す
。

　

質
問
す
る
議
員
は
、
質
問
内
容
を
事
前
に
通
告
し
ま
す
。

本
会
議
に
お
け
る
持
ち
時
間
は
１
人
１
時
間
で
す
。

　

原
稿
は
、
質
問
者
自
ら
が
執
筆
し
た
も
の
を
発
言
順
に
掲

載
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
11
人
の
議
員
が
登
壇
し
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
の
様
子
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
録
画
配
信
を
し

て
い
ま
す
。
掲
載
さ
れ
て
い
る
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
、
該
当
議

員
の
動
画
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　

（　
　

）
の
中
は
会
派
名
で
す
。

市
政
に
対
す
る

飯能の森林飯能の森林飯能の森林

答

答

答

答

飯能が誇る森林や清流といった資源を活用する
一層の体験型教育を研究し、他自治体へもアピー
ルしていく。

提案を含め、改めて検討を行い、都市部の自治
体に対し、魅力的なプログラムを用意できるよ
う、市内の林業・木材業関係者とも連携・調整
の上、できる限り早期に作成し、営業活動に生
かしていく。

今後、森林ゾーニングを行うことによって、例
えば、観光的な利用を推進すべきエリアにおい
て、森林をより魅力あるものとするために景観
創生の観点から整備の必要性が生じた際には、
必要に応じて専門家の指導や助言を仰ぐなど
し、事業をより効果的、効率的に進めていきた
い。

市では森林・林業の担い手の育成・確保を今後
のまちづくりや地方創生につなげるための重要
課題として強く認識し、関係機関・関係団体と
連携しながら、今後の具体的な施策を検討して
いきたい。

大津　　力（ＮＥＸＴはんのう）

森林文化都市創造について
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要　

望

一 般 質 問

問

問

問

問

問

問

廃校後の吾野・東吾野小の利活用について、住
民の要望、意向はどう生かしていくか。民間利
用でも地元住民が利用できる部分を確保し、納
得できる内容での協定を結ぶことが必要だが。

近年の豪雨や台風による暴風雨で太陽光発電に
大きな被害が及び、近隣住民にも被害がでた。
もし、このような被害があった場合、阿須山中
事業は民間事業と言っても行政主導の事業であ
り、共同責任が問われるのではないか。日高市
は条例で規制することにした。自然環境などの
環境影響調査や地質調査などの災害危険度調査
を実施する必要があるのではないか。

年金削減、税・保険料負担に加え、社会保障改
悪により、多くの高齢者の暮らしは厳しい。さ
らに①７５歳以上の後期医療の窓口払いが１割
から２割に②花粉症の治療薬、湿布薬などが保
険適用外に③要介護１、２の保険適用外などが
検討されている。国に対して改悪ストップを求
めるべき。また、市としてシルバー人材センタ
ーの仕事確保と臨時雇用等に努めてほしいが。

飯能河原に設置された河川警報設備は、熊谷地
方気象台の大雨注意報･警報が発令されると「大
雨注意報が発表になりました。危険ですから川
から離れてください。」というアナウンスが、警
報音とともに５回続けて３０分ごとに繰り返さ
れる。８月には３日間、３６０回の警報音とア
ナウンスが流れ続けた。雨が降っていないこと
が多く、近隣住民はやめてほしいと困っている。
いざという時に被害に繋がるので、是非対策を
お願いしたいが。

中州のテントもさることながら、堰付近の常設
テントは人家に近く、ＢＢＱの臭いで逃げ出し
たいと言う声もあるほど。８月１９日の飯能河
原整備事業の市民向け説明会でもＢＢＱの規制
要望が出されており、住民の生活環境を守って
ほしいが。

河原周辺の汚れが目立つガードレールを森林文
化都市にふさわしい木製ガードレールにしては
どうか。

長野県では、衝突試験にも合格し軽井沢、安曇
野など観光地を中心に設置されている。飯能市
も是非設置するよう要望する。

廃校になった旧吾野小学校廃校になった旧吾野小学校廃校になった旧吾野小学校 木製ガードレール（出典：LOG GUARD）木製ガードレール（出典：LOG GUARD）木製ガードレール（出典：LOG GUARD）

新井　　巧（日本共産党）

廃校後の旧吾野・東吾野小の　
　利活用は住民参加で
阿須山中事業の問題点

山田　利子（日本共産党）

飯能河原周辺住民の生活環境を
　守って！
周辺整備は木製ガードレールに

人口増加、地域経済の発展、雇用創出などを考
える必要がある。広く民間事業者に情報提供を
行った上で、民間事業者のニーズや意見、市場
性などを把握していく必要があると考えてい
る。利活用については、地域の方々とともに、
地域の発展に向けて検討していく。検討経過の
なかで意見交換を行いながら進めていく。

市のガイドラインにも遵守事項が規定されてい
るほか、基本協定にも事故の際の責任規定を盛
り込むので、調査は予定していない。

社会保障の予算確保については、国に要望して
いく。また、シルバー人材センターの請負事業
は前年７％増、派遣事業は37％増になっている
ので、引き続き、積極的に取り組んでいく。

来訪者の安全確保の視点から、必要性・重要性
は極めて高い。県土整備事務所は、今後も現状
どおり運用すると回答している。

観光客増加に伴い騒音やいたずら、ごみ問題が
発生しており、河原周辺にお住まいの方から、
対策を求める声が寄せられている。観光振興と
環境保全の両立が図れるよう利用調整会議で管
理のあり方について協議する。

観光振興の面でも木質化を進めることは重要な
ことと考えるが、関係部署との調整、コストや強
度の検証も必要。課題もあり、今後研究していく。

令和元年11月１日　はんのう市議会だより　第153号　●8

答

答

答

答

答

答
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一 般 質 問

問

問

問
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問
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幼い児童が巻き込まれる重大事故が多発してい
る。住民ボランティア皆様の登下校時の見守り
活動は有意義な取り組みで大変有難いこと。功
績を顕彰し感謝を表することが励みとなり継続
した活動に繋がる。教育委員会として顕彰制度を
充実し、市民参加と協働のまちづくりの推進を。

歩行者と車両の事故では時速３０キロを超える
と致死率が高くなると言われている。制限速度
４０キロの東銀座通りは歩道がなく電柱もあり
幅員が狭く、雨の日は傘を差す児童が車に接触
しそうになり危険。警察協議では３０キロに変
更は難しいとのこと。当面の対策としてグリーン
ベルトによる歩行者専用帯を設け安全確保を。

下水道の蓋に地域の名物やキャラクターを描く
ご当地デザインマンホールと蓋をデザインした
マンホールカードがブームになっている。全国
４５４自治体で５３９種類が発行されている。
趣味とする収集マニアも多く、下水道事業への
関心を高める効果に加え観光客の集客効果が期
待できる。ハローキティ、ちびまる子ちゃん、銀
河鉄道９９９のメーテル等アニメキャラクター
が人気を博している。ムーミン、ヤマノススメを
デザインしたご当地マンホールで地方創生を。

開始から１５年を迎えた飯能エコツーリズムを
さらに発展させるための課題と目指している方
向性を伺う。

収益性を高め発展させていくため公共性、公益
性を重視する行政主導から、収益事業を展開で
き、エコツアーを単なる旅行商品で終わらせず、
持続可能な地域の実現のための仕組みづくりと
して捉えることができる一般社団法人奥むさし
飯能観光協会に事業を移管してはどうか。

改正健康増進法を受けて埼玉県の取り組みは。

来年天覧山麓にオープンする食のテーマパーク
を含め、天覧山から博物館までの一帯に県の「区
域認証」を受ければ、分煙環境が整備された観
光地として価値が向上し、市民への分煙に対す
る意識づけも高まるのでは。見解を伺う。

加涌　弘貴（飯能みらい）

学校支援ボランティアへ顕彰を
東銀座通りにグリーンベルトを
ご当地デザインマンホール

関田　直子（ＮＥＸＴはんのう）

エコツーリズムの今後の方向性
まちづくりにおける分煙環境
　整備について

見守り活動にご協力いただいている地域の皆様
に教育委員会として敬意と感謝を表する。長年に
わたり暑い夏の日も凍てつく冬の日も毎日子ど
も達の安全を見守り、教育活動にご協力いただ
いている。学校では感謝の会を催し、子ども達か
らお礼の気持ちを伝えている。顕彰制度の充実
については市関係部局と調整し進めていきたい。

国道であり所管の飯能県土整備事務所と調整を
図り整備の可能性について協議を進めていく。

下水道事業のＰＲに繋がると共に、本市への集
客手段としても大変有効と考え、製作費用、配
布方法等整理して関係部署と連携し検討する。

従来からの「市民参加型のエコツアー」と近年
増加している「事業運営型のエコツアー」をど
のように位置付け、どのように展開していくか
を整理することが課題である。資源の保全、観
光振興、地域振興といったエコツーリズム本来
の目的を達成するほか、地方創生の期待もあり、
変化に柔軟に対応する。

地域限定型旅行業を開業しており、自主財源の
確保やエコツアー申込みの一元化等メリットも
多いが十分な検討が必要である。

改正法の措置を上回る受動喫煙防止対策に取り
組む施設等を認証、実効性のある受動喫煙防止
対策を推進。一定の要件を満たしている「区域
への認証」も行っており、当該区域内の屋外喫
煙所の整備に対し補助金を交付。熊谷市がラグ
ビーワールドカップ2019日本大会に合わせ
「ラグビーロード」沿いの区域認証を受けた。

民間所有地もあり直ちに認証を受けることは困
難だが、所有者はじめ観光協会等とも連携し、
受動喫煙防止に向けて研究を重ねる。
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双柳南部の区画整理事業は本年７月に事業見直
しに関する諸手続きが完了し、新たなまちづ
くり計画がスタートした。そこで今後の事業の
進め方について伺う。

事業期間を２０年間としているが、財源確保、
財政計画についてはどのように考えるか。

地域防災計画に定めのある指定避難所のうち、
耐震性強度不足の地区行政センターがあるが、
どのように考えるか。

大変重要なことなので市民に周知徹底をお願
いする。また施設の耐震化については早急に取
り組むべき。特に保育所と併設の加治東と第二
区の地区行政センターは急ぐべきではないか。

スマートフォンは今や社会になくてはならな
い存在であるが、利用者のマナーによっては危
険を伴うことがある。「歩きスマホ」は周囲へ
の注意が散漫になり、衝突、転落などの事故も
発生している。「歩きスマホ」の危険性につい
て市の認識は。

２０４０年、インフラ、人材確保、施設維持管
理、先進技術導入等、指摘される自治体共通の
諸課題に対し、市単独で運営か、具体的連携施
策や中長期的連携、協力関係強化を調査・検討
するのか。

中核市、連携中枢都市圏について、厳しい財政
運営を見込み、ダイア各市と建議し、包括的な
地域存続、活性化を担保する施策を強化しては。

市の事業全般で歳出構造を変えるため、ＢＰＲ
手法で業務改革導入。最適化、効率化の成果を
ダイア各市で共通化、全体で歳出構造を改革、
強固な財政基盤の地域圏を目指しては。

自転車活用推進法が施行、国も自転車活用を推
進。自転車活用推進計画では、地方版自転車活
用推進計画、ナショナルサイクルルート等の項
目がある。民間事業者や近隣自治体と、これに
沿った経路や設備、道路補修の際の自転車用表
示、標準仕様準拠の観光施策を検討しては。

地方版自転車活用推進計画の策定は、課題の明
確化で対策も進む。計画の検討を進めては。

観光は全ての移動手段が交通事故に関連。今年
度予算や施策での交通事故防止対策と成果は。

坂井　悦子（日本維新の会）

２０４０年代に向けた行政経営
　について
観光施策と道路について

新井　重治（清風会）

双柳南部区画整理事業について
建物等の耐震化について
「歩きスマホ」対策について

地域住民の特に要望が大きかった下水道整備
を都市計画道路の整備と併せ、最優先に進めて
いく。また、除外区域も含め双柳南部地区を一
体として事業を推進していく。

国からの補助金等新たな補助メニューの導入
の検討や保留地の計画的な処分についても積
極的に取り組んでいく。

この度の法改正で、災害の種別により避難所を
指定することが義務付けられたため、耐震性強
度不足の地区行政センターは震災時には開設
しないこととする。

今後「飯能市公共施設等総合管理計画」に基づ
き施設のあり方、整備方針を令和２年度までに
策定する。

今後あらゆる機会を捉え「歩きスマホ」の危険
性について注意喚起に取り組んでいく。

広域連携には積極的に取り組んできた。それら
課題の有効な解決策となるか動向を注視する。

連携中枢都市の要件に該当せず対象外。中核市
への移行が財政改善に直結するとは考えていな
い。

共通課題でもあり、令和３年度からのダイアプ
ランの次期構想及び計画も踏まえ研究する。

「所沢・飯能・狭山・入間サイクリングＭＡＰ」
を作成。西武鉄道に「サイクルトレインの運行」
について要望するなど連携して進めている。

本市に有効か否かの観点で、研究が必要である。

関係課連携、危険な交差点整備、交通安全施設
の整備、啓発活動等に積極的に取り組む。
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「平成３０年７月豪雨」では、西日本を中心に
甚大な被害を及ぼした。本年８月末には九州北
部地方で大雨により河川の氾濫、さらに台風
１５号の強風により家屋の被害や電柱の損壊に
よる大停電が発生した。予想できない災害は、
何時どこでも起きることが考えられる。市にお
ける防災訓練の状況は。

近年は、線状降水帯やゲリラ豪雨など異常な降
雨による災害の発生が多い。飯能市でも過去に
は河川の氾濫もあった。河川でも沢筋から入間
川、高麗川のように水量や川幅の広狭には大き
な差があり、また、藤田掘のような水路もある。
大量の降雨が発生した場合、市はどのように状
況を把握し市民に情報を伝えていくのか。

飯能市でも昭和４１年は６月と１０月に台風に
よる大きな災害が発生した。既に５０年以上前
のことであり、忘れ去られている。各地域での
災害の伝承や博物館で改めて展示を行うなどの
必要があるのでは。

木材需要の多くを占める住宅分野での利用拡大
を進めることは、西川材の利用促進の上でも、
また、飯能市ならではの地方創生の新たな一手
と考え、大変重要かつ大きなチャンスと考える
が。

幼児教育・保育の無償化が開始される。認可外
保育施設や子ども・子育て支援新制度に移行し
ていない幼稚園の預かり保育事業なども上限額
を設け、無償化の対象となるが、現物給付で実
施するのか。

マイナンバーカードを利用し１２月１６日から
住民票等のコンビニ交付が開始される。今後の
市民サービス向上は。

マイナポイントのイメージ（出典：総務省）

各自主防災組織が地域の特性に応じた内容で計
画・実施をしている。山間地の自主防災組織は、
土砂災害を想定、市街地の自主防災組織は主に
地震災害を想定した訓練を実施。安否確認や避
難誘導訓練に加え、応急手当、初期消火、炊き
出し、心肺蘇生法などが実施されている。

地域防災計画の職員動員計画に基づき、状況に
応じた配備体制をとり、河川状況を含め、様々
な情報を収集する。避難情報などが必要となっ
た場合は、防災行政無線、メール配信、消防団
車両での広報、自治会長への連絡など、様々な
手段で情報を伝えていくことになる。

過去の災害史を織り交ぜた出前講座の実施、ま
た、博物館に災害史のコーナーもあるが、関係
部署と連携を図り、災害の伝承について取り組
んでいく。

西川材住宅の伝統を継承し、優良材の良さを生
かし、西川材をふんだんに使った、健康的で温
もりのある伝統的な和の家づくりを維持する取
り組みの双方を、並行して進めていく必要があ
るものと考えている。とりわけ、西川材の良さ
を最も生かすことができる、伝統的な木造住宅
を建てられる環境を整えておくことは、本市の
地方創生の観点から、定住人口の増加や地産地
消による地域経済の活性化も期待でき、重要で
あると認識し、しっかり推進していく。

幼稚園の事務負担が大きくなると予想される。
こういったことから、預かり保育に係る利用料
を近隣市と同様の償還払いとする予定ではある
が、支給方法の変更は可能であること、また近
隣市の状況を鑑みながら、保護者にとって、幼
稚園にとってより良い方法を考えていく。

マイキーＩＤを設定し活用することによりマイ
ナポイントが付与される。カードの普及促進と
併せ積極的に広報、周知していく。健康保険証
との一体化も想定されるため、更なる市民サー
ビス向上が期待できる。
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中元　　太（公明党）

気候風土適応住宅について
幼保無償化で保護者の負担軽減を
マイナンバーカードと利便性向上

滝沢　　修（日本共産党）

異常な降雨など気象災害の
　対応と対策について
災害の伝承について
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問 ６月１１日に県教育委員会が突然、飯能市に示
した「魅力ある県立高校づくり第１期実施方策
（案）」は、令和２年で飯能南高校の生徒募集 
を停止し、飯能高校に進学を重視した「新校」
を設置する統合案で事実上の飯能南高校の廃
校を意味するものであった。急遽、県教育委員
会に対して市・市教育委員会は撤回を求める要
請書を、市議会は撤回を求める決議を提出し
た。その後、「飯能高校及び飯能南高校の統合
並びに新校に関する協議会」を設置した。令和
２年度で生徒募集を打ち切り、飯能南高校を廃
校とする県教育委員会の方針を撤回するのか
しないのかという問題と、統合後の新校のあり
方を同時に協議するやり方に「結局、統合あり
きではないか」と市民に受け止められた点は否
めない。３回の協議で確認された内容を伺う。  

飯能南高校の生徒募集を継続できたことは評
価する。いち早く広報してほしい。しかし、統
合案そのものが疑問である。両校の統合となる
と生徒募集を１６０人減員しなければならな
いが、県の再編整備の考え方に明確な根拠はな
い。皆野高校は１クラス１３人程度の少人数学
級でユニークな教育を展開している。県の再編
整備の枠にとらわれることなく、必要なものは
必要であると堂々と主張し続けてほしい。 

県立高校の統合問題では、協議会が設置され未
来に向かって協議が始まったことは良かった。
しかし、新校のビジョンがまだ描き切れていな
い。今後行う県と市の事務レベルでの協議で、
生徒の将来を最優先した教育の質の向上のた
め、具体策をしっかり議論してもらいたいが。 

協議会で県立学校部長が、飯能南高校の生徒募
集を令和3年度以降も継続する方向で調整する
と答弁し、一応の解決を見た。しかし、新校の
教育課程が複雑になるという課題も確認され
た。どのように解決するのか。 

現在の飯能高校のグラウンドは広いとは言え
ず、運動部活動の充実にとっては手狭である。
飯能南高校の跡地を新しい高校の教育活動に活
用することを県に要望してほしいが。 

飯能市は今年度新たに開校した「奥武蔵創造学
園」で、新たな学校づくりの経験を積んでいる。
この経験を活かし、開校までしっかりと県と市
が協働関係を維持し、素晴らしい県立高校を 
作ってほしい。見解を伺う。 

要　

望

金子　敏江（日本共産党）

「適正規模」にとらわれることなく
　県立飯能南高校の存続を
　　県に主張すべき

加藤　由貴夫（みどりの会）

県立高校の再編・統合について
　新しい学校づくりのパイオニアと
　して、日本に誇れる地域の学校を

 
１回、２回の協議会で委員から出された意見・ 
要望に対して、現状での県教育委員会の考え方
を示した。①飯能南高校の生徒募集を令和４年
度まで継続する。②新校は「進学を重視、地域
と協働する高校」とする。③新校の学級規模は
現在の飯能高校１学年６学級に１学級増の７
学級とする。④飯能南高校のグラウンドを活用
するというもの。さらに飯能南高校の生徒募集
は、従来通り継続することを協議会の合意事項
として決定した。 

生徒が夢と希望を持てる絵を描くことが大切。
基本的には県の役割ではあるが、地元市として
も責任を持って努力していく。 

飯能南高校の令和2年度以降の募集継続は協議
会の重要なポイントであった。新校の教育課程
を考えると、この方向が簡単ではないことは事
実。今後県としっかり協議し、現高校生や中学
生だけでなく、学校にも配慮していきたい。 

飯能南高校を活用することも視野に、県と十分
協議したい。 

県立高校づくりは県が中心となる事業である
が、県も市も責任の重さは同じ。埼玉県が誇れ
る県立学校の設立を目指し、飯能市も飯能市教
育委員会も埼玉県及び埼玉県教育委員会としっ
かり協働し、新校が設立される日まで努力する。 

令和元年11月１日　はんのう市議会だより　第153号　●12

飯能南高校飯能南高校飯能南高校

答

答

答

答

答

県立飯能高校（上）県立飯能高校（上）・県立飯能南高校（下）県立飯能南高校（下）県立飯能高校（上）・県立飯能南高校（下）
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先
進
事
例
の
調
査
視
察

　

本
会
議
傍
聴
時
の
託
児
に
つ
い

て
は
、
子
育
て
に
関
す
る
質
問
に

積
極
的
に
取
り
組
む
議
員
が
お

り
、
支
援
者
が
乳
幼
児
を
連
れ
て

議
会
を
傍
聴
し
て
い
た
が
、
子
ど

も
が
泣
き
止
ま
ず
に
退
出
せ
ざ
る

を
得
な
か
っ
た
た
め
、
検
討
し
実

施
に
至
っ
た
。　
　

　

岡
崎
市
は
、
執
行
部
側
が
子
育

て
政
策
の
一
環
と
し
て
、
市
が
開

催
す
る
会
議
な
ど
へ
の
参
加
者
を

対
象
と
し
た
託
児
サ
ー
ビ
ス
を
進

め
て
お
り
、
こ
れ
に
議
会
傍
聴
者

も
対
象
と
し
、
委
託
事
業
と
し

た
。

　

飯
能
市
議
会
と
し
て
も
、
ニ
ー

ズ
を
満
た
す
体
制
の
検
討
は
必
要

で
あ
る
が
、
議
会
傍
聴
に
つ
い
て

は
、
子
育
て
世
代
の
方
々
が
議
会

傍
聴
に
来
て
も
ら
え
る
よ
う
努
力

す
る
こ
と
も
同
時
に
必
要
で
あ

る
。

　

大
学
と
の
意
見
交
換
会
に
よ
る

提
言
書
の
提
出
に
つ
い
て
は
、
将

来
を
担
う
若
者
に
対
し
、
積
極
的
な

情
報
発
信
と
意
思
の
把
握
に
努
め
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
、
検
討
部
会
の

設
置
に
至
っ
た
。
意
見
交
換
会
で
の

意
見
を
基
に
、
意
見
交
換
検
討
部
会

に
お
い
て
提
言
書
を
作
成
し
、
そ
の

後
代
表
者
会
議
に
報
告
し
、
そ
の
内

容
の
了
承
を
得
ら
れ
れ
ば
市
長
へ
提

言
書
を
提
出
す
る
。
意
見
交
換
の
回

数
や
時
間
が
短
い
こ
と
か
ら
、
提
言

し
た
政
策
の
実
現
に
は
至
っ
て
い
な

い
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
回
数
と

時
間
を
か
け
て
意
見
交
換
な
ど
が
実

施
で
き
て
い
れ
ば
、
提
言
書
の
意
義

は
深
く
、
政
策
提
言
と
し
て
の
力
を

持
つ
可
能
性
が
あ
る
と
感
じ
た
。

　

タ
ブ
レ
ッ
ト
を
活
用
し
た
電
子

採
決
シ
ス
テ
ム
の
導
入
に
つ
い
て

は
、
議
会
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
を
推
進
す

べ
く
、
平
成
28
年
２
月
に
タ
ブ
レ
ッ

ト
端
末
を
導
入
し
、
一
般
的
に
利

用
の
多
い
サ
イ
ボ
ウ
ズ
を
採
用
し

て
い
る
。　

　

電
子
採
決
シ
ス
テ
ム
の
利
用
時

に
お
い
て
、
他
人
が
採
決
す
る
こ

と
が
な
い
よ
う
ロ
ッ
ク
を
か
け
、

当
日
に
パ
ス
ワ
ー
ド
を
発
行
し
て

い
る
。

議
会
運
営
委
員
会

広
報
委
員
会

愛
知
県
岡
崎
市
議
会（
７
月
30
日
）

議
会
運
営
に
つ
い
て

大
阪
府
高
槻
市
議
会（
８
月
８
日
）

市
議
会
だ
よ
り
の
編
集
・
発
行
等

に
つ
い
て

滋
賀
県
甲
賀
市
議
会（
８
月
９
日
）

市
議
会
だ
よ
り
の
編
集
・
発
行
等

に
つ
い
て

愛
知
県
安
城
市
議
会（
７
月
31
日
）

議
会
運
営
に
つ
い
て

議会運営委員会議会運営委員会議会運営委員会

広報委員会広報委員会広報委員会

　

ま
た
、
採
決
の
情
報
は
リ
ア
ル

タ
イ
ム
で
配
信
し
、
最
終
日
に

ネ
ッ
ト
配
信
も
し
て
い
る
。
配
信

に
は
採
決
シ
ス
テ
ム
の
画
面
を
配

信
し
、
視
聴
者
や
議
会
傍
聴
者
に

は
と
て
も
見
や
す
い
と
好
評
で
あ

る
と
の
こ
と
。

　

議
会
で
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の

導
入
は
全
国
的
に
広
ま
っ
て
お

り
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
で
の
電
子

採
決
シ
ス
テ
ム
は
今
後
進
ん
で
い

く
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
一
方
で
、

起
立
に
よ
る
採
決
で
十
分
で
あ
る

と
い
う
考
え
も
あ
る
が
、
タ
イ
ム

リ
ー
な
情
報
公
開
を
進
め
て
い
く

中
で
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
活
用

し
た
電
子
採
決
は
必
要
で
あ
る
と

感
じ
た
。

　

市
議
会
だ
よ
り
を
読
ん
で
も
ら

う
た
め
に
、
①
読
み
や
す
さ
と
親

し
み
や
す
さ
を
重
視
し
、
文
字
数
を

多
く
し
な
い
こ
と
、
②
議
案
質
疑
・

一
般
質
問
は
、
行
数
の
目
安
を
決

め
て
い
る
こ
と
、
③
全
ペ
ー
ジ
フ

ル
カ
ラ
ー
を
活
用
し
た
写
真
や
イ

ラ
ス
ト
を
多
用
す
る
こ
と
等
の
工

夫
を
し
て
い
る
。

　

中
核
市
議
会
議
長
会
第
12
回
議

会
報
コ
ン
ク
ー
ル
で
審
査
員
特
別

賞
を
受
賞
し
た
ポ
イ
ン
ト
は
、
①

保
育
所
の
表
紙
写
真
が
軟
ら
か
く

市
政
問
題
を
取
り
上
げ
て
い
る

点
、
②
誌
面
内
の
写
真
と
記
事
量

の
バ
ラ
ン
ス
、
見
出
し
の
あ
し
ら

い
の
工
夫
に
よ
り
一
気
に
読
め
る

議
会
報
と
な
っ
て
い
る
点
で
あ
る
。

　

点
字
版
・
手
話
版
・
音
声
版
の

市
議
会
だ
よ
り
も
発
行
し
、
よ
り

多
く
の
市
民
へ
届
け
る
た
め
の
努

力
を
さ
れ
て
い
た
。

　

広
報
特
別
委
員
会
は
、
委
員
６

人
と
正
副
議
長
の
８
人
で
構
成
さ

れ
て
お
り
、
委
員
８
人
で
市
内
の

行
事
等
に
赴
き
、
取
材
・
撮
影
・

構
成
ま
で
を
担
っ
て
い
る
。
ま
た
、

全
記
事
を
委
員
が
分
担
し
て
作
成

し
て
い
る
。

　

編
集
会
議
で
は
タ
ブ
レ
ッ
ト
を

活
用
し
、
編
集
作
業
の
効
率
化
を

図
り
、
発
行
ま
で
に
５
回
開
催
し

て
い
る
。　

　

音
読
版
の
市
議
会
だ
よ
り
の
作

成
や
市
民
へ
個
別
郵
送
す
る
な

ど
、
少
し
で
も
多
く
の
市
民
に
届

け
る
た
め
の
努
力
を
さ
れ
て
い

た
。
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提
出
者

　

宜
野
湾
市
民
の
安
全
な
生
活
を

　

守
る
会

会
長　

平
安
座　

唯
雄

　

東
京
・
池
袋
で
87
歳
の
高
齢
者

が
運
転
す
る
車
が
暴
走
し
、
母
子

２
人
が
亡
く
な
っ
た
事
故
以
降
も

高
齢
運
転
者
に
よ
る
事
故
が
続
い

て
い
る
。

　

近
年
、
交
通
事
故
の
発
生
件
数

は
減
少
傾
向
に
あ
る
が
、
75
歳
以

上
の
高
齢
運
転
者
の
死
亡
事
故
の

割
合
は
高
ま
っ
て
お
り
、
単
純
ミ

ス
に
よ
る
事
故
も
目
立
つ
と
こ
ろ

で
あ
る
。

　

警
察
庁
は
、
昨
年
末
時
点
で
約

５
６
３
万
人
い
る
75
歳
以
上
の
運

転
免
許
保
有
者
が
、
２
０
２
２
年

に
は
１
０
０
万
人
増
え
て
６
６
３

万
人
に
膨
ら
む
と
推
計
し
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
国
は

２
０
１
７
年
施
行
の
改
正
道
路
交

通
法
で
、
75
歳
以
上
の
免
許
保
持

２　

高
齢
運
転
者
に
よ
る
交
通
事
故

を
減
ら
す
た
め
、
自
動
ブ
レ
ー

キ
な
ど
を
備
え
た「
安
全
運
転
サ

ポ
ー
ト
車
」（
サ
ポ
カ
ー
Ｓ
）に
限

定
し
た
免
許
の
創
設
や
、
走
行

で
き
る
場
所
や
時
間
帯
な
ど
を

制
限
し
た
条
件
付
き
運
転
免
許

の
導
入
を
検
討
す
る
こ
と
。

３　

免
許
を
自
主
返
納
し
た
高
齢
者

が
日
々
の
買
い
物
や
通
院
な
ど

に
困
ら
な
い
よ
う
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
バ
ス
や
デ
マ
ン
ド（
予
約
）型

乗
合
タ
ク
シ
ー
の
導
入
な
ど「
地

域
公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」の

さ
ら
な
る
充
実
を
図
る
こ
と
。

　

ま
た
、
地
方
自
治
体
な
ど
が

行
う
、
免
許
の
自
主
返
納
時
に

お
け
る
、
タ
ク
シ
ー
や
公
共
交

通
機
関
の
割
引
制
度
な
ど
を
支

援
す
る
こ
と
。

衆
議
院
議
長
、
参
議
院
議
長
、
内
閣

総
理
大
臣
、
財
務
大
臣
、
総
務
大

臣
、
経
済
産
業
大
臣
、
国
土
交
通
大

臣
、
国
家
公
安
委
員
長
あ
て

者
は
違
反
時
や
免
許
更
新
時
に
認

知
機
能
検
査
を
受
け
る
こ
と
を
義

務
付
け
た
が
、
今
や
高
齢
運
転
者

の
安
全
対
策
及
び
安
全
運
転
支
援

の
取
り
組
み
は
待
っ
た
な
し
の
課

題
で
あ
る
。

　

ま
た
、
過
疎
地
域
を
中
心
に
、

未
だ「
生
活
の
足
」と
し
て
車
が
欠

か
せ
な
い
高
齢
者
も
多
い
中
、
自

主
的
に
免
許
を
返
納
し
た
場
合
な

ど
の
地
域
に
お
け
る
移
動
手
段
の

確
保
も
重
要
な
取
り
組
み
で
あ
る
。

　

よ
っ
て
、
国
に
お
か
れ
て
は
、

地
方
自
治
体
や
民
間
事
業
者
と
も

連
携
し
な
が
ら
、
総
合
的
な
事
故

防
止
策
と
し
て
の
、
高
齢
運
転
者

の
安
全
運
転
支
援
と
地
域
に
お
け

る
移
動
手
段
の
確
保
を
進
め
る
た

め
、
左
記
の
事
項
に
つ
い
て
早
急

に
取
り
組
む
こ
と
を
強
く
求
め
る

も
の
で
あ
る
。

記

１　

自
動
ブ
レ
ー
キ
や
ペ
ダ
ル
踏
み

間
違
い
時
の
急
加
速
を
防
ぐ
機

能
な
ど
、
ド
ラ
イ
バ
ー
の
安
全

運
転
を
支
援
す
る
装
置
を
搭
載

し
た「
安
全
運
転
サ
ポ
ー
ト
車
」

（
サ
ポ
カ
ー
Ｓ
）
や
後
付
け
の

「
ペ
ダ
ル
踏
み
間
違
い
時
加
速

抑
制
装
置
」の
普
及
を
一
層
加

速
さ
せ
る
と
と
も
に
、
高
齢
者

を
対
象
と
し
た
購
入
支
援
策
を

検
討
す
る
こ
と
。

市
民
か
ら

　
　

市
議
会
へ
提
出

市
議
会
か
ら

　
　
　

国
等
へ
提
出

⑦
米
軍
普
天
間
飛
行
場
の
辺
野
古

　

移
設
を
促
進
す
る
意
見
書
に
関

　

す
る
陳
情

東
海
第
二
原
発
の
再
稼
動
に
反
対

し
廃
炉
を
求
め
る
要
請

高
齢
者
の
安
全
運
転
支
援
と
移
動

手
段
の
確
保
を
求
め
る
意
見
書

○
の
中
の
数
字
は
陳
情
番
号

　

議
員
提
出
議
案
と
し
て
提
出
さ

れ
、議
会
の
議
決
を
得
て
国
等
へ
提

出
し
た
も
の
。

提
出
者

　

原
発
ゼ
ロ
・
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー

　

推
進
連
盟

会
長　

吉
原　

毅

　
　
　
　
　
　
　

外
２
名

　飯能市議会では、令和元年９月定例会録画分から、議員が一般質問の

際に使用する補助資料が市ホームページの「議会中継」からご覧いただけ

るようになりました。是非、パソコンやスマートフォンでご覧ください。

市議会だより153.ai   14   2019/10/10   11:17:42



◇ 飯 能 市 の 先 進 事 例 を 視 察 に 来 ら れ ま し た ◇  

◆議場に吾野保育所の子どもたちによる作品を展示しました◆
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市
政
な
ど
に
つ
い
て
の
意
見
や
要
望
を
議
会

に
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
こ
と
を

請
願
ま
た
は
陳
情
と
い
い
ま
す
。

　

請
願
は
、
紹
介
議
員（
２
名
ま
た
は
３
名
）が

必
要
で
、
議
会
の
審
査
対
象
と
な
り
、
担
当
の

常
任
委
員
会
で
慎
重
に
審
査
し
、
本
会
議
に
お

い
て
採
決
を
行
い
ま
す
。

　

陳
情
は
、紹
介
議
員
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
が
、原

則
と
し
て
議
会
の
審
査
対
象
に
は
な
ら
ず
、議
場

に
陳
情
の
写
し
を
配
付
す
る
の
み
と
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
住
所
・
氏
名
・
内
容
等
が
市
議
会
だ
よ

り
等
で
公
開
さ
れ
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

※書式例（請願の場合）Ａ４版縦書きでも可。提出者、署名者は住所、氏名（署名または記名押印）をお願いします。

請願・陳情の提出方法について　･･･市民の声を市政に･･･

市 町 村 議 会 行 政 視 察 受 入 一 覧  
令和元年7月11日～令和元年１０月９日

 
本文（例）  

 

○○○に関する請願

（趣旨）・・・・・・・・・・・
 ・・・・・・・・・・・・・・
 ・・・・・・・・・・・・・・

　以上、地方自治法第124条の
規定により請願いたします。 

令和 年 月 日 

住 所 

氏 名         ㊞
 

外○名 

紹介議員   ◇◇◇◇ 
同     ▽▽▽▽ 
同     □□□□ 

飯能市議会議長 ○○○○様 

署名簿（例） 

住 所 氏 名 印  

月  日 市町村議会名 人数 視察内容 

 

７月３０日（火） ７
長崎県松浦市議会

議会運営委員会

・タブレット端末の導入・活用

・議会改革の取り組み（議会基本条例の制定と検証）  

８月１日（木） ９
静岡県函南町議会

文教厚生委員会
・小規模特認校制度 

１０月３日（木） ７
埼玉県春日部市議会

会派　前進かすかべ。未来の会

・議会におけるタブレット端末の導入

・ムーミンバレーパークの設立

１０月７日（月） ８
熊本県宇城市議会

総務文教常任委員会 
・地域活性化の取り組み
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◎鳥居　誠明　　○坂井　悦子　　関田　直子
　松橋　律子　　　滝沢　　修　　砂長　恒夫

9月  6日

11日
13日
17日
18日
  20日
24日
25日
 30日

開会
市長提出議案の上程・提案理由説明
議案質疑、議案の委員会付託
常任委員会（総務・厚生文教・経済建設）
常任委員会（厚生文教・経済建設）
常任委員会（厚生文教）
一般質問
一般質問
一般質問
委員長報告・質疑・討論・採決
市長提出追加議案の上程・提案理由説明・採決
議員提出議案の上程・提案理由説明・採決
閉会

埼玉県都市競艇組合議会臨時会
広報委員会

埼玉西部消防組合議会定例会
広域飯能斎場組合議会定例会
代表者会議
全員協議会

議会運営委員会
第３回定例会（9月30日まで）
広報委員会

広報委員会

5日
10日

　1日
6日
20日
27日

3日
　6日
　

9日

　この編集後記を執筆している今、ラグビーＷ杯が
日本で開催され、日本代表は世界を驚かせる躍進で
感動を与えてくれています。
　ラグビー日本代表の愛称は、赤と白のジャージに
ついた桜のエンブレムから「ブレイブブロッサムズ」
勇敢なる桜の戦士。現在は花開いている桜も、結成
当初は蕾で「チェリーブロッサムズ」と世界で呼ば
れていました。２００３年Ｗ杯で負けはしたものの
勇敢なタックルを繰り広げ、現在の愛称で呼ばれる
ようになりました。選手にとって「桜を満開」にす
るゴールはなく、散らすことのないようひたすら努
力を重ねることのみを考え前進しているように映り
ます。今がどんなに苦しくても勇気をもって進むこ
と。その先には勝ち負けに関係なく、何か大きなも
のを得られるような気がしてなりません。

（関田）

https://www.city.hanno.lg.jp

９月定例会では延べ１６２名の方が傍聴されました。

次回の１２月定例会は
１１月２９日開会予定です。
会期日程等は１１月２６日頃内定します。

☆インターネットで視聴できます

☆テレビ放映しています
　　飯能市議会では、飯能日高テレビの番組で
　 一般質問の様子を録画放映しています。
☆ライブ中継をしています
　　  市役所本庁舎１階ロビーにおいて一般質問
　  をライブ中継しています。

９月定例会

７月

８月

９月

10月

戸田競艇場開催日（埼玉県都市競艇組合主催分）
11/13～11/18、11/27～12/1、12/26～12/31
お問い合わせ先

埼玉県都市競艇組合事務局　TEL 048-823-8711
（収益金の一部は飯能市の収入となり、市の事業に活用されています。）

名栗地区大運動会名栗地区大運動会名栗地区大運動会
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